
廃墟の芸術拠′点「Tacheles」

一その歴史と現在一

はじめに

私が暮 らす神戸市と同じく、ベル リンもユ

ネスコの創造都市ネットワークにおけるデザ

インの分野において認定された都市である。

このことが、今回私をベル リンヘの調査旅行

へと駆 り立てた直接の動機であつたと言って

も過言ではない。ベル リンとい う地で、今後

の神戸市の都市開発 0都市経営に関して何か

一つ参考になるものを持って帰ることができ

たらという思いであった。

そんなことを考えながらの今回の調査旅行

の中で、私が最も興味を抱いたのが、ベル リ

ンの Mitte地区、Friedrichstra3e駅 から北側

にある Oranienburger通 リー帯のエ リア、そ

こにある廃墟の芸術拠点「Tacheles」 である。

この場所が持つ特殊なオーラと、廃墟をアー

トで甦 らせたという一つの例として、大いに

惹きつけられた。このレポー トでは、Tacheles

の歴史的経緯 と現在の様子について記 したい

と思 う。

1.Tachelesの 歴史

まずは Tachelesが どうい う歴史的経緯を

経て今に至るのかをTachelesの HP等 を参考

にしながら概観 したい。建物自体は 1907年

か ら 1908年 の 間 に 15ヶ 月 か けて 、

Friedrichstra3enpassageと い う巨大なデパ

ー トとして建造 された。 この複合建築 は

Friedrich通 りから Oranienburger通 りに広

がつていた。その通路には両端から入れる入

り口があり、二つの主要な通 り道をつなぐ役

目を果たしていた。Friedrichstra3enpassage

は当時ベル リンで二番 目に大きく、また、ヨ

ーロッパにおける建築物の中で長い廊下を持

喜多 亮介 1

つ建物の内、唯一現存する建築物でもある。

その建設費用は合計すると約 700万 ドイツマ

ルクに上ると言われている。この強化コンク

リー トで造 られた建物は、そのファサー ドの

造 りや、長い廊下の構造などから正に典型的

な初期のモダン建築の一例として挙げる事が

できるが、クラシックやゴシックのスタイル

も見ることが出来る。この建物はその後 Wolf

Wertheimと い う人物によって賃借 され、

1909年 には新 しい百貨店としてオープンし、

1914年、第一次世界大戦の前に競売にかけら

れる。1914年から 1924年 の間はどのように

して使用されていたかははっきりとしないが、

1924年に深めの地下室が増築されたらしい。

1928年、建物は電機メーカーのAEGの シ

ョールーム として使用 され ることになる。

「Haus der Technik」 という名前に改名され、

AEGの商品がディスプレイされたり、消費者

に宣伝するスペースとして利用された。20も

の大きなディスプレイケースが展示され、最

初の ドイツのテ レビ放送のうちの一つが行わ

れた りもしたようだ。

1930年代に入ると、建物はナチス党員によ

つて使用されることが多くなる。1930年代の

半ばには、 ドイツ労働者党の事務所が設置さ

れる。1941年には実質的に建物のオーナーが

ナチス党員になり、同時に SS本部の事務所

となる。最上階は、天窓を開じ、フランス人

捕虜を収容する場所として機能 していたよう

だ。ベル リンの戦闘で、二番 目の地下室が浸

水 し、今なお水の底にあるらしい。建物自体

も第二次世界大戦の間に、度重なる爆撃を受

け部分的に破壊 されたが、幸いにもその大部

分は破壊を免れた。



1948年から後は、東 ドイツ政府の元に引き

継がれ、建物は様々な目的で使用されること

になる。様々な小売商人や手工業職人が、一

時的にその廃墟 (特に Friedrichstra3e側 )

に移住 し、旅行代理店が修理された通路とい

くつかの階を使用 した。他にも、各種の教育

施設や、機器メーカーの事務所、劇場などが

設置され、地下室は人民軍によつて使用され

ていた。 しかし、建物の取 り壊 しが進み、残

された部分も廃墟化 して、長い間使用される

ことはなかった。

本格的な取 り壊 しが 1980年 に始まる。建

物の残っている大部分は 1990年 の 4月 に取

り壊すことが計画されるが、その二ヶ月前の

1990年 の 2月 13日 に、「Kinstlerinitative

Tacheles」 とい う団体によつて建物が不法に

占拠される。このグループは東西 ドイツの若

手アーティス ト50人ほどからなる団体で、こ

の建物の法的な責任を持つベル リン・ ミッテ

の建築部門に議論を持ちかけ、建物を歴史的

な文化遺産として登録することで、建物の取

り壊 しを防ごうとした。このアーティス トた

ちの先導によって、新 しい調査が実施 された。

建物構造の完壁な状態が評価 され、驚 くほど

の素晴らしい形状と歴史的な価値を持つもの

として認識 されることになる。そのステータ

スは 1992年、公的に認められる。1989年の

11月 にベル リンの壁が崩壊 してから、それま

では国家によつて抑制されていた自由な気風

を持つカルチャーが、元東 ドイツであったベ

ル リンのミッテ地区で広まり、各国から自分

のライフスタイルに合わせて使用することが

できる場所を求めてアーティス トたちが集ま

つてきていた。その気運の中で、独特の個性

と歴史を持つた Tachelesは 、アーティス トた

ちにとって非常に魅力的な存在であった。そ

して、次第に 「Tacheles」 としてミッテ地区

のカウンターカルチャーを担 うアー トの中心

となっていく。安い賃貸料でアーティス トた

ちに制作と展示、販売の場を与え、映画館や

ホールなども設置された。ダンスパフォーマ

ンスやオーケス トラなどの公演も行われ、ま

さに新 しいカルチャーの拠点として確固たる

地位を築いていく。今 日では主要な観光ガイ

ドブックにも掲載され、年間 30万人もの観光

客が訪れるとい うベル リン・ ミッテの観光名

所である。

2.現在の Tacheles

さて、それでは現在、Tachelesは どのよう

な場所で、どのような活動を行っているので

あろうか。実際に私が訪れた経験を交えて述

べたい。

Tachelesの 建物内部には、元々がショッピ

ングセンターであることもあつて、大小さま

ざまな空間が存在 し、大きく 3つのエ リアに

分けることができるであろう。本館 ともいう

べきエ リアでギャラリーやスタジオが密集 し

た 6階建ての建物部分、その隣に立つ別館と

でも言えるようなショップが入つた棟、更に

鉄製の数々のオブジェが展示されている庭部

分だ。本館は Oranienburger通 りに面 した入

り日から入ることができるが、昼間でもかな

り薄暗く、壁面に様々なグラフィティが施さ

れ、多くのポスターが貼 られた様子は、何と

も廃退的な雰囲気を醸 し出してお り、このよ

うなカルチャーに慣れていない人間は入るの

を躊躇することであろう (写真 1)。 しかし、

完璧に観光地化された今 日の Tachelesでは、

老夫婦や子供連れの家族、中年の男女の集団

などが頻繁に出入 りしているため、さしたる

抵抗無 く入ることができる。建物内部には、

階層ごとにいくつかのギャラリーとスタジオ、

バーやショップなどが存在する。ギャラリー

と呼ばれる空間は、アーティス トが作品を展

示するやや大きめのものだ。作品制作と展示

を同時に行 うようなスタジオと呼ばれる部屋

が約 30存在 し、オープンしている間はアーテ

ィス トが制作を行いながら、訪れた客を応対

していた。アーティス トの国籍は様々で、私
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が訪れたときは韓国人や 日本人のアーティス

トもスタジオで作業を行つてお り、東北大震

災の被災者への募金を行つていたのが印象に

残った。他にも服やアクセサ リーを販売する

ショップ、手製のネックレスやペンダン トを

販売するクリエイターたちが集まるエ リアも

存在 し、多くの観光客で賑わっていた。そ し

て、最上階のエ リアは天窓から差 し込む光が

幻想的な空間で、ロシア人アーティス トの描

いた巨大な作品がいくつも展示されていた。

Tacheles内 で活動 しているアーティス トた

ちは本当に千差万別であり、そのアー トの質

も大きな相違があった。 日本のマンガやアニ

メといつたサブカルチャーに触発された ドロ

ーイング、キリス トやマ リアをセクシャルに

椰楡 したもの、ミニマルアー トや抽象画、フ

ォ トグラフや映像作品、インスタレーション

と多岐に渡 り、学生レベルのものからかなり

クオリティが高いものまで様々だ。

Tachelesの 中に入つて意外に気になるのが

匂いだ。建物内の水道が止められているらし

く、 トイレは使用できないようで、日によつ

ては相当ひどい悪臭 (ア ンモニアとアルコー

ルが混ざつたような)が漂つていることもあ

る。ただ、それでも、建物の壁面の隅々まで

グラフィティが施 された様子は、建築物全体

がひとつのアー トと言つても過言ではない。

戦前から現存する廃墟化寸前の建物 と、動物

的本能から生まれたような原始的で色鮮やか

な無数のグラフィティが混然一体となつた空

間は、私がこれまで体験 したことが無いよう

な凄みと引きこまれたら戻つて来られないよ

うな力の渦に満ち溢れていた。

隣の別館の方はギフ トショップ兼ギャラリ

ーのような様子である。定期的に中で販売さ

れているものも変わるのであろうが、私が訪

れたときは、雑貨やアクセサリー、イラス ト、

写真などが展示、販売されていた。更に、そ

の店の入 り回の横には広場があり、時間帯に

よってはここでもアクセサ リーなどの露店が

多数出店されている。また、この広場はアー

ティス トの憩いの場になっているらしく、酒

瓶片手に談笑 している様子や、隅の方で、イ

ラス トのカラー リングを行つている場面など

Tacheles入 り口 (写真1)2011/9/18 丁acheles庭 (写真 2)2011/9/18



が時々見られる。

庭の方だが、実は、私が訪れたときは雨が

ひどくあまりじつくりとは観察できていない。

少 し見た感 じだと、あまり整備 されていない

空き地をフェンス等で区切 り、ところどころ

に不可思議なオブジェが展示されているとい

つたところだ。

私が訪れたときは、鉄製のオブジェが数多

く展示 されていた。 トタンと板を工夫 して立

てられた小屋が並んでお り、それ らをアーテ

ィス トたちはア トリエとして活用 しているら

しい (写真 2)。

Tachelesは こういつた場所でアーテイス ト

たちに比較的格安な賃料でスタジオやギャラ

リーを提供 し、アーティス トたちの制作活動

を補助する役 目を果たす。確かに、少々不健

康な雰囲気を漂わせているが、様々な文化を

受け入れるオープンで自由な感覚と創造への

パワーに満ち溢れている空間ではある。更に、

とにかく成功 したいというアーテイス トたち

のハングリーな精神がよくも悪 くも滲み出て

いた。「作品の写真を撮影 したらここにチップ

を入れて」とい う箱や、twitter上 での宣伝を

求めるメッセージなど、なりふ り構わずとい

った姿勢は、行き過ぎなところもあるが、成

功を求める上で重要な部分でもあろう。

知 り合 いのアー トマネー ジャー が この

Tachelesの 雰囲気を「学生会館」 (日 本の大

学で学生のサークルが活動する建物)と 言つ

ていたが、この発言は非常に適切だと思つた。

優良なものから劣悪なものまで混 じりあい、

しかし、自由と可能性に満ち溢れ、退廃的だ

が同時に爆発的なパワーも兼ね備えた場所。

確かにこういつた空間も都市には必要なのか

もしれない。

3.Tachelesが 直面する困難

さて、後 日調査 して明らかになつたのであ

るが、私がちょうど Tachelesを 訪れた 2011

年の秋 とい うのは、Tachelesに とつてはその

存続が危ぶまれる困難な時期であつたようで

ある。2008年 に元の所有者との契約が終了し

たこの建築物は、現在、ハンブルクを拠点と

する HSH Nord Bankの 所有物となつている。

このオーナーが、Tachelesを 含んだこのミッ

テの一等地を競売にかける計画を発表 したの

だ。アーティス トたちを立ち退かせ、このエ

リアを再開発 し、もつとオシヤレで贅沢な空

間へ と転換 させたい投資家たちの存在 と、

HSH Nord Bank自 身が抱える負債の影響が

その背後にある。ある専門家の調査によれば、

この辺 リー帯の地価は 8千万ユーロに上ると

算出されているらしい。もちろん、Tacheles

側や、Tachelesを 支援する団体はあらゆる法

的な手段を尽 くして、アーテイス トがこれか

ら先も滞在できるよう努力 してきたが、法的

にはオーナー側に権利がある以上、状況は

Tacheles側 にとつてかなり不利 らしい。

2011年 4月 4日 、HSH Nord Bankは アー

ティス トたちの立ち退きを計画 していたが、

実行されることはなかつた。その代わ りに、

その翌 日、Gruppe Tachelesと いう80人ほど

のアーティス ト集団が 100万ユーロの資金を

受け取る代わりに Tachelesか ら立ち退いた。

その影響でそれまであつたバーや レス トラン、

外のア トリエが閉鎖された。彼 らは、これ以

上法的に Tachelesの 存続のために争 うこと

が困難であり、受け取つた資金を新 しいプロ

ジェク トのために使 うと述べた。現在 、

Tachelesに はGruppe Tachelesと は違 うアー

ティス トたちが未だ滞在 してお り、ベル リン

の文化の象徴を残すために、Tachles存 続ヘ

の努力を続けている。私が Tachelesを訪れた

ときも、「I support Tachles!H」 とい うメッセ

ージが書かれたポスターやビラが至る所に貼

られ、Tacheles存 続を求める署名がギヤラリ
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―の中で行われていた。デモや集会といった  た。道端の露店で手に入るようなアクセサ リ

イベン トも時々行われていた。が、法的にみ  ―や雑貨、学生 レベルの旧時代的な ドローイ

て、Tachelesの 存続には多額の資金を必要と  ング…、消費され宙に消えていくだけのよう

し、それを可能にすることは中々難 しいよう  な作品が溢れた空間に残す価値があるのだろ

に思 う。                       うか。

しかし、それでもTachelesと いう建築物自

おわりに                  体が持つ、戦前から続く歴史的な意味合いや、

廃墟となつた建物をアーティス トが占拠 し  自由で創造性に満ちた空間というものには社

て活動の拠点にする行動の可能性 と困難性を  会的な価値があると私は思 う。Tachelesが 消

Tachelesは 示 して い る。 この ま ま だ と  えてしまうのは、時代の流れ として容認すベ

Tachelesは確実に存続不可能であろうと感 じ  きことかもしれないが、このミッテ地区から

る。そ う私が感 じる一つの要因として、いく  こういつた自由な場所が消えてしまうのは実

らかのアーティス トたちが立ち退いてしまっ  に惜 しいことだ。

たことも影響 していたと思 うが、私が数回訪   2012年 現在、Tachelesは かろうじて存続

ねたときに感 じた、Tacheles全 体を覆 うぬる  しているようだが、自身が持つ歴史的、社会

ま湯に浸かつている雰囲気がある。あまりに  的な意味合いを自覚 して努力 して欲 しい。そ

も観光化が進んだためアー トとしての洗練性  して我々もこの廃墟の芸術的拠点の動向から、

が失われた観光客向けに売れる作品を販売す  アー トと地域の関係性において学ぶべき点が

るものや、売 りつけようとする姿が目に付い  大いにあるだろう。

1神戸大学大学院国際文化学研究科グローバル文化専攻芸術文化論 博士前期課程。
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